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山 本 須 美 子* 
 
School Adaptations of Second Generation Migrants in Europe: 




本特集は，2015 年 11 月 7 日に開催された白山人類学研究会・第 8 回研究フォーラム「ヨー
ロッパにおける移民第二世代の学校適応――教育人類学的アプローチ」における報告がもとに
なっている1)。 
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［Crul , Schneider and Lelie eds. 2013: 19］。第二世代の社会統合のあり方は「分節化した同
化（Segmented Assimilation）」2)として捉えられず，特にモロッコ系やトルコ系集団内での二
極化が進み，「スーパー・ダイバーシティ」というのがふさわしいと指摘されている［Crul, 


















的な研究は，1998 年から 2000 年に実施された「ヨーロッパの移民第二世代への国家統合政策
の有用性に関する国際比較研究（EFFNATIS プロジェクト : Effectiveness of National 
Integration Strategies towards Second Generation Migrant Youth in Comparative 
European Perspective）」3)である。2003 年には EFFNATIS プロジェクトを引き継いで，「ヨ
                                                          
2) A. ポルテスと R. ルンバルト［Portes and Rumbaut 2001, Portes and Rumbaut eds. 2001］は，アメ
リカへ 1965 年移民法改正以降に流入した新移民の 13 歳から 14 歳の子どもたち 5,000 名以上を対象と
した大規模な経時的調査を実施し，新移民第二世代は「分節化された同化（Segmented Assimilation）」
を辿るという理論的枠組みに沿って，同化を大きく 3 つのパターンに分けた。 
3) ヨーロッパ 8 ヶ国（イギリス，オランダ，スイス，スウェーデン，スペイン，ドイツ，フィンランド，
フランス）の移民第二世代の若者を対象とした国家統合政策と戦略の有効性に関する研究プロジェクト
である。（http://www.efms.uni-bamberg.de/prineffe.htm 2015 年 6 月 15 日最終閲覧） 
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context theory」が提示されている［Crul and Schneider 2010］。統合コンテキストとは，教
育，労働市場，住居，宗教と法律分野における統合に関わる制度や政策を示し，そうしたコン
テキストの違いが移民第二世代の社会統合に及ぼす影響を比較するという枠組みである［Crul 
and Schneider 2010］。そして，8 カ国のトルコ系第二世代の教育達成に関する調査結果として，
すべての国で多数派の子どもよりもトルコ系第二世代の方が高等教育を受ける率が低いが，2




された［Crul, Schneider and Lelie (eds.) 2013］。 




層出身の成功者のライフヒストリーの経路を収集し，成功要因を分析した［ex. Slootman 2014, 
Konyali 2014］。 
以上のような先行研究を踏まえて，本特集の特徴として 2 点を指摘したい。 
まず第一は，教育人類学的アプローチを取っていることである。ここでの教育人類学的アプ
                                                          
4) （http://www.tiesproject.eu/content/view/41/45/lang,en/  2015 年 6 月 15 日最終閲覧） 
5) 「社会統合」については，経済的，法的，政治的，そして社会文化的統合という 4 次元があり相互に関




al. 2012］。TIES プロジェクトは４次元において社会統合のあり方を検討している。 
6) ドイツでは低学歴の親をもつトルコ系第二世代の 3 分の 1 が社会の底辺に留まっていた。 
7) ヨーロッパの大都市における移民や労働者階級の親を持ちながら，社会的成功を遂げた若者を対象に成
功への経路とその及ぼす影響をインタビューによって明らかにするプロジェクトである。
























国は，オランダ 1 本，イギリス 1 本，ドイツ 1 本，フランス 3 本となっている。 
まず，山本論文は，オランダにおける中国系第二世代の学校適応の要因に関する論考である。
オランダに 2000年に設立された同姓団体である文氏宗親会による学業達成賞の受賞者 10名を
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付      記 
前述のフォーラムでは，以下の報告がなされた（敬称略）。 
石川真作  「ヒズメット運動の思想と教育への取り組み――ドイツでの展開を 
参照として」 
植村清加  「フランスのマグレブ系第二世代の学校経験と変化する学校」 
渋谷  努  「パリの移民地区アソシエーションによるセイフティネット」 
安達智史  「イスラームと教育――イースト・ロンドンの女性たち」 
鈴木規子  「フランスのポルトガル系政治家にみる学校適応と社会的上昇」 
山本須美子 「オランダ文氏宗親会の学業達成賞受賞者にみる学校適応の要因」 
また，コメンテーターとして，丸山英樹（上智大学），佐久間孝正（東京女子大学名誉教授）
が，上記報告に対してコメントした。 
 
 
